
愛知県障害者基礎調査報告（速報値） 

 

１ 調査対象 

○ 県内の障害者 3,100 人に対して、調査票を郵送または手渡しし、調査を行った。 

 （対象の内訳は以下のとおり） 

①身体障害者：1,500 人（政令・中核市を除く手帳所持者から抽出。肢体 700、内部

500、視覚 100、聴覚 150、音声言語 50 とする。） 

②知的障害者： 400 人（政令市を除く手帳所持者から抽出） 

③精神障害者： 400 人（政令市を除く手帳所持者から抽出） 

④発達障害者： 400 人（精神医療センター受診者及び政令市を除く発達障害関係

団体会員から抽出） 

⑤難病患者 ： 400 人（政令市を除く難病法に基づく特定医療費助成制度受給者

から抽出） 

 

２ 調査期間 

  令和元年１０月１１日（金）から令和元年１１月２２日（金）まで 

 

３ 回収状況 

 

配布数 有効回収数 有効回収率 

３，１００通 １，４６４通 ４７．２％ 

＜参考＞ 前回調査時の回収率：51.2%（1,281 通/2,500 通） 

 

障害種別状況 

障害種類 配布数 有効回収数 有効回収率 

身体障害 １，５００通 ７２８通 ４８．５％ 

知的障害 ４００通 １５３通 ３８．３％ 

精神障害 ４００通 １５２通 ３８．０％ 

発達障害 ４００通 ２１９通 ５４．８％ 

難病患者 ４００通 ２１２通 ５３．０％ 

合計 ３，１００通 １，４６４通 ４７．２％ 

 

４ 主な調査結果 

 ○問２１ 生活の場所（持ち家、グループホーム等）について 

回答 割合 割合（前回調査時） 

持ち家（一戸建て） ６７．８％ ６８．７％（１位） 

民間賃貸住宅 ９．１％ ８．４％（２位） 

持ち家（マンション） ５．４％ ５．３％（３位） 

 

○問２５ 障害福祉に関する情報の入手方法について 

回答 割合 割合（前回調査時） 

市町村役場に問い合わせる ３１．９％ ３３．８％（１位） 

主治医や医療機関の職員に聞いてみる ２５．４％ ２３．５％（３位） 

市町村の広報誌を見る ２３．１％ ２４．６％（２位） 

 

 ○問３９ 成年後見制度を知っているか 

回答 割合 割合（前回調査時） 

知っている ４９．８％ ４９．２％ 

知らない ４３．２％ ４３．９％ 



 ○問４６ 学校における教育や配慮に対する満足度について 

回答 割合 割合（前回調査時） 

満足している ３１．１％ ２１．２％ 

どちらかといえば満足している ４０．５％ ４５．２％ 

どちらかといえば不満である １６．２％ １０．６％ 

不満である ５．４％ ４．８％ 
 

 ○問５５ 情報の入手方法・入手場所について 

回答 割合 割合（前回調査時） 

テレビ ６５．２％ ７１．５％（１位） 

新聞 ４６．９％ ４８．８％（２位） 

市町村広報 ３１．７％ ３４．８％（３位） 

  

○問６２ 現在の街のバリアフリー化の満足度について 

回答 割合 割合（前回調査時） 

十分に進んだと思う ３．６％ ３．２％ 

かなり進んだと思う １８．０％ １７．１％ 

進んだが、さらにバリアフリー（ユニバーサル

デザイン）化が必要だと思う 
３５．３％ ４３．０％ 

進んでいないと思う ２１．７％ ２０．５％ 
 

 ○問６５ 収入や手当の有無について 

回答 割合 割合（前回調査時） 

年金 ６５．４％ ６１．０％（１位） 

仕事による収入 ２９．２％ ２９．６％（２位） 

手当 １７．４％ ２１．２％（３位） 

 

 ○問８０ 就労・就労定着に必要な配慮について 

回答 割合 割合（前回調査時） 

障害のことを理解する会社があること ４８．２％ ５６．２％（１位） 

職場の人たちが障害のことを理解すること ４３．６％ ５１．６％（２位） 

障害者の就労について、積極的に進める職場

や地域が増えること 

３０．０％ ３７．２％（３位） 

 

 ○問８１ 文化芸術活動の内容について 

回答 割合 割合（前回調査時） 

おこなっていない ７１．０％ 前回調査なし 

音楽 ８．６％   前回調査なし 

絵画 ３．８％ 前回調査なし 

 

 ○問８７ 差別や嫌な思いを受けた経験の有無について 

回答 割合 割合（前回調査時） 

ある ３６．５％ ４１．１％ 

ない ５４．３％ ５０．０％ 

 

 ○問９７ 災害時に不安に感じることについて 

回答 割合 割合（前回調査時） 

避難所（避難場所）で必要な支援・医療が受け

られるか心配である。 

４５．９％ ４５．７％（１位） 

避難所（避難場所）が障害のある人に配慮され

ているかどうか心配である 

４２．１％ ３７．８％（２位） 

災害に関する情報を入手できるかわからない ２１．０％ ２６．０％（３位） 

資料１ 



 


